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毎 月 １ ０ 日 は 「 県 民 交 通 安 全 の 日 」
地域の交通事故情勢に応じた活動を行う日です。地域や職場、学校、家庭等で交通安全活動に取り組みましょう。

警察庁と一般社団法人日本自動車連盟（ＪＡＦ）が令和４年１０月１１日から１２月３日
までに合同で実施したシートベルト着用状況の全国調査の結果、宮崎県の一般道路
における後部座席のシートベルト着用率は３７．６％と、全国平均を下回っています。
道路交通法により、シートベルトを備えている自動車を運転するときは、一般道路

でも高速道路でも、運転者自身がシートベルトを着用するとともに、助手席や後部座
席の同乗者にも着用させなければなりません（病気等のやむを得ない理由がある
場合を除く。）。
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調査結果

一般道路 高速道路

運転席 助手席 後部座席 運転席 助手席 後部座席

宮崎県 99.6％ 97.9％ 37.6％ 100％ 100％ 86.4％

全国平均 99.1％ 96.9％ 42.9％ 99.6％ 98.7％ 78.0％

一般道路でも高速道路でも全座シートベルト着用!!

損害賠償等で になることも！
被告が加害車両のハンドル操作を誤り、加害車両を縁石等に衝
突させて転覆させ、同乗者（原告）が傷害を負った事故につき、
被告の指示により原告がシート
ベルトを外していたとはいえ、
シートベルトの着用は同乗者
が自らの判断で行うべきもの
であり、シートベルトの不着
用が損害発生または拡大に寄
与していたとして、１０％の
過失が認められた。（大阪地
裁平成22.11.1交民集43巻6号1401頁）

交通事故時の の違い（H29～R3）
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